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物性研究将来検討小委員会の設立経緯と役割

日本学術会議で議論されている「未来の学術振興構
想」に物性グループとして積極的に関与して物性研究
の将来像を提案していくため2022年3月19日の拡大物
性委員会で本委員会の設置が承認された。以前のマ
スタープランWGの活動を参考にするとともに、常設の
委員会として物性研究の将来像についての検討・提案
を行っていく。当面は、2022年12月公募締切予定の
「未来の学術振興構想」の策定に向けた「学術の中長
期研究戦略」への提案についての活動を行う。
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任期
物性委員会幹事・事務局
と同じ任期として2024年9
月30日までの予定。幹
事・事務局の改選とともに
新たに選任。

2022年6月20日 第一回小委員会開催 (ZOOM)



「未来の学術振興構想」の策定に向けた「学術の中長期研究戦略」の公募について

https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kenkyukeikaku/25koubo.html

https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kenkyukeikaku/25koubo.html


専門的な知見に根差した今後20～30年先を見通した学術
振興の「ビジョン」と、その実現のために今後10年程度
で実施することが必要な「学術研究構想」

「学術研究構想」は、「研究計画」又は「施設計画」



日時：10月8日（土）13時から17時（仮）
場所：Zoom開催予定

開催趣旨：
現在，日本学術会議が公募している「未来の学術振興構想」の策定に向け
た「学術の中長期研究戦略」について，主として物性関係の提案者が互い
に内容を発表し，情報交換するとともに物性コミュティーからの意見を反映
することで，よりよい提案策定の機会となる場を提供することを目的とする。
なお，本会でその提案の投票や順位付けを行うことはしない。また，提案の
可否について物性委員会が意見をするものではない。

物性委員会主催「物性研究の中長期研究戦略について」

発表： 物性コミュニティーからの意見を反映させた提案を
予定している機関、学会他

参加者： 物性コミュニティーのメンバー



今後の日程１

9月10日(土) 拡大物性委員会で議論ののち、メーリングリストな
どで物性委員会主催会議のアナウンス

10月8日(土) 物性委員会主催
「物性研究の中長期研究戦略について」

10月21日(金） 日本学術会議への提案意向表明



10月29日(土) 日本学術会議物理学委員会主催シンポ
「未来の学術振興構想」 ー物理学にできること－

（＠東大小柴ホール）

12月16日(金） 日本学術会議への提案締切

今後の日程２

宇宙・天文、素粒子・原子核、物性の各分野の提案の紹介と意見交換

１．物性委員会への共催の要請 → 共催として参加

２．物性分野の報告を物性研究将来検討小委員会としてどの
ように行うかは、10月8日の「物性研究の中長期研究戦略
について」の状況を見ながら決定する予定。
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